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第３章 障害者福祉 

３－１ 障害者福祉に関する意識 

 問 36 次の（ア）～（キ）について、あなたの考えや行動に最も近いものを選んでください。（あてはま

る番号にそれぞれ１つずつ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●（ア）障害がある人が地域で安心して暮らすことはあたりまえである、（ウ）障害がある人が地域で暮

らすためにはみんなで支えあうべきだ、（キ)障害がある人が職場にいたら働きやすい環境づくりに心

がけたい、と思う人は９割を超えている。 

 

◆属性別特徴 

【性別】（オ）機会があれば障害があるひとと交流したいと（カ）障害がある人が困っているのを見か

けたら声をかけたいでは、女性は『思う』が男性より高い。 

【年齢別】（ア）障害がある人が地域で安心して暮らすことはあたりまえと（ウ）障害がある人が地域

で暮らすためにはみんなで支えあうべきでは、60 歳代以下は『思う』が９割を超えて高い。 

【ブロック別】（カ）障害がある人が困っているのを見かけたら声をかけたいでは、東部Ｂは「そう思

う」が 47.6％で他のブロックより高い。（キ）障害がある人が職場にいたら働きやすい環境づくり

に心がけたいでは、東部Ａ、北部Ａ、北部Ｂは「そう思う」が５割近くで他のブロックより高い。 

【家族の状況別】（イ）久留米市には障害がある人への偏見や不親切な人が多いでは、障害者手帳所持

者がいる世帯は『思う』が 38.3％でいない世帯より 11.6 ポイント高い。（オ）機会があれば障害が

ある人と交流したいでは障害者手帳所持者がいる世帯は『思う』が 72.1％でいない世帯より 10.1 ポ

イント高い。 
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63.0 33.0

89.8 7.2

92.4 4.0
（キ）障害がある人が職場にいたら、働きやすい環
      境づくりに心がけたい

思う 思わない

（ア）障害がある人が地域で安心して暮らすことは

      あたりまえのことである

（イ）久留米市には、障害がある人への偏見や、不
      親切な人が多い

（ウ）障害がある人が地域で暮らすためには、みん
      なで支え合うべきだ

（エ）障害がある人も社会参加する方がよい

（オ）機会があれば、障害がある人と交流したい

（カ）障害がある人が困っているのを見かけたら、
      声をかけたい
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そう思う どちらかと

いえば
そう思う

どちらかと

いえばそう
思わない

そう思わ

ない

無回答

（N=1,765）
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（％）

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 73.7 22.2 1.1 0.7 2.3 95.9 1.8 5.4 22.7 49.7 18.2 3.9 28.1 67.9 

1,765)( 1,301)( 391)( 19)( 13)( 41)( 1 ,692)( 32)( 95)( 401)( 878)( 322)( 69)( 496)( 1 ,200)( 

男性 805 71.1 23.9 1.4 0.9 2.9 95.0 2.3 4.7 25.2 48.2 17.8 4.1 29.9 66.0 

女性 955 75.9 20.7 0.8 0.6 1.9 96.6 1.4 5.8 20.6 51.1 18.7 3.8 26.4 69.8 

回答しない 5 80.0 20.0 - - - 100.0 - 40.0 20.0 40.0 - - 60.0 40.0 

18～29歳 237 75.9 20.7 1.7 0.8 0.8 96.6 2.5 8.9 30.4 47.7 11.4 1.7 39.3 59.1 

30歳代 286 71.7 26.6 0.7 1.0 - 98.3 1.7 5.6 21.0 57.7 15.0 0.7 26.6 72.7 

40歳代 302 77.5 19.9 1.0 - 1.7 97.4 1.0 5.6 19.5 55.0 17.5 2.3 25.1 72.5 

50歳代 322 73.0 23.3 1.6 0.6 1.6 96.3 2.2 4.7 21.4 50.9 19.6 3.4 26.1 70.5 

60歳代 371 77.1 19.1 0.8 0.8 2.2 96.2 1.6 3.8 24.0 47.7 19.7 4.9 27.8 67.4 

70歳以上 247 65.2 24.3 0.8 1.2 8.5 89.5 2.0 4.9 21.1 37.7 25.5 10.9 26.0 63.2 

東部Ａ 125 70.4 24.8 0.8 1.6 2.4 95.2 2.4 3.2 21.6 49.6 19.2 6.4 24.8 68.8 

東部Ｂ（田主丸） 105 72.4 23.8 1.9 1.0 1.0 96.2 2.9 5.7 20.0 53.3 18.1 2.9 25.7 71.4 

北部Ａ 171 74.3 18.7 2.9 1.8 2.3 93.0 4.7 2.9 31.6 48.0 14.0 3.5 34.5 62.0 

北部Ｂ（北野） 107 72.0 25.2 - - 2.8 97.2 - 3.7 24.3 38.3 27.1 6.5 28.0 65.4 

中央東部 219 73.1 24.2 0.9 0.5 1.4 97.3 1.4 4.6 26.0 53.0 14.6 1.8 30.6 67.6 

南東部 182 74.7 20.3 1.1 0.5 3.3 95.0 1.6 9.3 23.6 47.8 14.8 4.4 32.9 62.6 

中央部 224 78.1 20.1 0.4 - 1.3 98.2 0.4 8.9 21.9 46.9 19.2 3.1 30.8 66.1 

中央南部 306 72.2 22.5 1.0 0.7 3.6 94.7 1.7 4.9 19.3 50.3 20.6 4.9 24.2 70.9 

南西部 155 71.0 24.5 0.6 1.9 1.9 95.5 2.5 3.9 20.6 55.5 16.8 3.2 24.5 72.3 

西部Ａ（城島） 69 78.3 15.9 1.4 - 4.3 94.2 1.4 5.8 21.7 47.8 18.8 5.8 27.5 66.6 

西部Ｂ（三潴） 102 75.5 22.5 1.0 - 1.0 98.0 1.0 3.9 17.6 54.9 21.6 2.0 21.5 76.5 

障害者手帳所持者：いる 222 74.8 20.3 0.9 1.4 2.7 95.1 2.3 7.7 30.6 38.3 20.3 3.2 38.3 58.6 

障害者手帳所持者：いない 1,536 73.6 22.4 1.1 0.7 2.3 96.0 1.8 5.1 21.6 51.5 17.8 4.0 26.7 69.3 

無回答 7 71.4 28.6 - - - 100.0 - - 14.3 28.6 57.1 - 14.3 85.7 

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 51.1 41.4 3.9 1.0 2.6 92.5 4.9 40.1 49.6 5.8 1.5 2.9 89.7 7.3 

1,765)( 902)( 731)( 68)( 18)( 46)( 1 ,633)( 86)( 708)( 876)( 103)( 27)( 51)( 1 ,584)( 130)( 

男性 805 47.3 42.6 5.1 1.5 3.5 89.9 6.6 36.5 51.2 7.0 1.4 4.0 87.7 8.4 

女性 955 54.5 40.3 2.7 0.6 1.9 94.8 3.3 43.2 48.2 4.9 1.7 2.0 91.4 6.6 

回答しない 5 20.0 60.0 20.0 - - 80.0 20.0 20.0 80.0 - - - 100.0 - 

18～29歳 237 54.0 38.4 5.5 0.8 1.3 92.4 6.3 39.2 50.2 7.6 1.7 1.3 89.4 9.3 

30歳代 286 45.8 47.9 5.6 0.7 - 93.7 6.3 39.2 51.7 8.4 0.7 - 90.9 9.1 

40歳代 302 51.3 43.7 3.0 0.3 1.7 95.0 3.3 38.7 52.6 4.0 2.0 2.6 91.3 6.0 

50歳代 322 51.9 42.2 3.1 0.6 2.2 94.1 3.7 41.9 50.3 4.3 0.9 2.5 92.2 5.2 

60歳代 371 52.8 39.1 4.0 1.6 2.4 91.9 5.6 41.8 48.8 5.4 1.6 2.4 90.6 7.0 

70歳以上 247 50.6 36.4 2.0 2.0 8.9 87.0 4.0 38.9 43.3 6.1 2.4 9.3 82.2 8.5 

東部Ａ 125 54.4 36.8 3.2 2.4 3.2 91.2 5.6 41.6 45.6 6.4 2.4 4.0 87.2 8.8 

東部Ｂ（田主丸） 105 53.3 41.0 1.9 1.0 2.9 94.3 2.9 44.8 46.7 5.7 1.0 1.9 91.5 6.7 

北部Ａ 171 49.7 39.8 6.4 1.2 2.9 89.5 7.6 40.9 48.0 7.6 1.2 2.3 88.9 8.8 

北部Ｂ（北野） 107 48.6 43.9 3.7 - 3.7 92.5 3.7 35.5 57.9 2.8 0.9 2.8 93.4 3.7 

中央東部 219 51.6 42.9 4.6 - 0.9 94.5 4.6 38.8 53.9 4.6 1.4 1.4 92.7 6.0 

南東部 182 53.8 39.0 3.8 1.1 2.2 92.8 4.9 40.1 50.0 6.0 1.1 2.7 90.1 7.1 

中央部 224 50.9 42.0 4.9 0.4 1.8 92.9 5.3 40.6 47.3 8.0 0.9 3.1 87.9 8.9 

中央南部 306 47.4 43.5 2.9 1.6 4.6 90.9 4.5 40.5 47.7 4.6 2.3 4.9 88.2 6.9 

南西部 155 49.0 42.6 5.2 1.3 1.9 91.6 6.5 36.8 51.0 7.1 2.6 2.6 87.8 9.7 

西部Ａ（城島） 69 53.6 42.0 1.4 - 2.9 95.6 1.4 37.7 52.2 7.2 - 2.9 89.9 7.2 

西部Ｂ（三潴） 102 56.9 39.2 1.0 2.0 1.0 96.1 3.0 44.1 49.0 3.9 2.0 1.0 93.1 5.9 

障害者手帳所持者：いる 222 60.4 33.3 2.3 1.4 2.7 93.7 3.7 43.2 44.1 6.3 3.6 2.7 87.3 9.9 

障害者手帳所持者：いない 1,536 49.7 42.6 4.1 1.0 2.6 92.3 5.1 39.6 50.4 5.8 1.2 2.9 90.0 7.0 

無回答 7 57.1 42.9 - - - 100.0 - 42.9 57.1 - - - 100.0 - 

（イ）久留米市には、障害がある人への偏見や、

不親切な人が多い

全  体

（カッコ内は標本数）

（カッコ内は標本数）

（エ）障害がある人も社会参加する方がよい

性

別

　

標

本

数
（

票
）

年

齢

別

年

齢

別

（ア）障害がある人が地域で安心して暮らすことは

あたりまえのことである

ブ

ロ

ッ
ク

別

家

族

の

状

況

別

　

標

本

数
（

票
）

（ウ）障害がある人が地域で暮らすためには、みんなで

支え合うべきだ

全  体

性

別

ブ

ロ

ッ
ク

別

家

族

の

状

況

別
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そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 14.8 48.2 25.6 7.4 4.0 63.0 33.0 40.3 49.5 5.6 1.6 3.0 89.8 7.2 

1,765)( 262)( 850)( 451)( 131)( 71)( 1 ,112)( 582)( 711)( 874)( 98)( 29)( 53)( 1 ,585)( 127)( 

男性 805 12.3 45.5 28.2 9.3 4.7 57.8 37.5 34.3 51.8 8.0 2.0 4.0 86.1 10.0 

女性 955 17.0 50.5 23.4 5.9 3.4 67.5 29.3 45.2 47.6 3.6 1.4 2.2 92.8 5.0 

回答しない 5 20.0 40.0 20.0 - 20.0 60.0 20.0 60.0 40.0 - - - 100.0 - 

18～29歳 237 16.9 45.6 25.3 10.5 1.7 62.5 35.8 36.7 48.5 10.1 3.4 1.3 85.2 13.5 

30歳代 286 15.7 47.2 28.0 8.7 0.3 62.9 36.7 37.4 54.2 7.3 1.0 - 91.6 8.3 

40歳代 302 13.9 50.3 26.8 5.6 3.3 64.2 32.4 40.1 51.0 6.0 1.0 2.0 91.1 7.0 

50歳代 322 17.1 48.8 24.2 6.2 3.7 65.9 30.4 42.5 49.1 4.0 1.9 2.5 91.6 5.9 

60歳代 371 12.7 47.4 27.8 7.8 4.3 60.1 35.6 42.0 49.3 5.1 1.1 2.4 91.3 6.2 

70歳以上 247 13.4 49.4 19.8 6.1 11.3 62.8 25.9 41.7 44.1 1.2 2.0 10.9 85.8 3.2 

東部Ａ 125 13.6 52.8 21.6 5.6 6.4 66.4 27.2 41.6 48.0 4.0 2.4 4.0 89.6 6.4 

東部Ｂ（田主丸） 105 12.4 49.5 25.7 9.5 2.9 61.9 35.2 47.6 42.9 5.7 1.9 1.9 90.5 7.6 

北部Ａ 171 14.6 49.7 26.9 5.3 3.5 64.3 32.2 45.0 46.2 5.8 0.6 2.3 91.2 6.4 

北部Ｂ（北野） 107 15.0 51.4 21.5 4.7 7.5 66.4 26.2 42.1 49.5 4.7 - 3.7 91.6 4.7 

中央東部 219 17.4 48.9 24.7 7.3 1.8 66.3 32.0 39.7 50.7 6.4 1.4 1.8 90.4 7.8 

南東部 182 15.9 48.4 25.8 5.5 4.4 64.3 31.3 35.7 54.4 4.4 1.6 3.8 90.1 6.0 

中央部 224 12.5 48.7 28.6 7.1 3.1 61.2 35.7 37.5 50.0 8.0 1.8 2.7 87.5 9.8 

中央南部 306 17.0 40.5 24.2 12.1 6.2 57.5 36.3 41.2 45.4 5.9 2.6 4.9 86.6 8.5 

南西部 155 15.5 47.7 26.5 7.1 3.2 63.2 33.6 36.8 52.3 7.1 1.9 1.9 89.1 9.0 

西部Ａ（城島） 69 8.7 53.6 30.4 4.3 2.9 62.3 34.7 34.8 60.9 - 1.4 2.9 95.7 1.4 

西部Ｂ（三潴） 102 13.7 52.0 26.5 6.9 1.0 65.7 33.4 43.1 52.0 2.9 1.0 1.0 95.1 3.9 

障害者手帳所持者：いる 222 20.7 51.4 16.7 6.8 4.5 72.1 23.5 48.2 42.3 3.6 2.3 3.6 90.5 5.9 

障害者手帳所持者：いない 1,536 14.1 47.9 26.8 7.3 4.0 62.0 34.1 39.3 50.4 5.9 1.6 2.9 89.7 7.5 

無回答 7 - 14.3 28.6 57.1 - 14.3 85.7 14.3 85.7 - - - 100.0 - 

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
『

思

う
』

『

思

わ

な

い
』

100.0 44.9 47.5 2.8 1.2 3.6 92.4 4.0 

1,765)( 793)( 838)( 49)( 22)( 63)( 1 ,631)( 71)( 

男性 805 40.2 50.1 3.7 1.6 4.3 90.3 5.3 

女性 955 48.9 45.2 2.0 0.9 2.9 94.1 2.9 

回答しない 5 40.0 60.0 - - - 100.0 - 

18～29歳 237 44.7 46.0 6.3 1.7 1.3 90.7 8.0 

30歳代 286 49.0 45.1 3.8 2.1 - 94.1 5.9 

40歳代 302 47.4 49.0 1.0 0.7 2.0 96.4 1.7 

50歳代 322 44.4 51.2 1.2 1.2 1.9 95.6 2.4 

60歳代 371 47.2 45.8 2.2 0.8 4.0 93.0 3.0 

70歳以上 247 34.8 47.4 3.2 1.2 13.4 82.2 4.4 

東部Ａ 125 48.8 44.0 2.4 0.8 4.0 92.8 3.2 

東部Ｂ（田主丸） 105 45.7 44.8 1.9 1.9 5.7 90.5 3.8 

北部Ａ 171 48.5 42.1 4.7 1.2 3.5 90.6 5.9 

北部Ｂ（北野） 107 49.5 43.0 2.8 - 4.7 92.5 2.8 

中央東部 219 44.7 48.4 3.7 1.4 1.8 93.1 5.1 

南東部 182 45.6 48.4 0.5 1.6 3.8 94.0 2.1 

中央部 224 42.4 50.4 3.6 1.3 2.2 92.8 4.9 

中央南部 306 43.1 47.7 2.9 1.3 4.9 90.8 4.2 

南西部 155 43.2 49.0 3.9 1.3 2.6 92.2 5.2 

西部Ａ（城島） 69 40.6 52.2 - 1.4 5.8 92.8 1.4 

西部Ｂ（三潴） 102 44.1 52.0 1.0 1.0 2.0 96.1 2.0 

障害者手帳所持者：いる 222 49.1 42.3 2.3 1.8 4.5 91.4 4.1 

障害者手帳所持者：いない 1,536 44.3 48.2 2.9 1.2 3.5 92.5 4.1 

無回答 7 42.9 57.1 - - - 100.0 - 

家

族

の

状

況

別

年

齢

別

ブ

ロ

ッ
ク

別

家

族

の

状

況

別

　

標

本

数
（

票
）

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

年

齢

別

ブ

ロ

ッ
ク

別

（カ）障害がある人が困っているのを見かけたら、

声をかけたい

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

（キ）障害がある人が職場にいたら、働きやすい

環境づくりに心がけたい

　

標

本

数
（

票
）

（オ）機会があれば、障害がある人と交流したい
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内
容
ま
で
知
っ

て
い
る

言
葉
は
聞
い
た

こ
と
は
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

　

『

知
っ

て

　
　
　
い
る
』

100.0 7.6 25.0 66.0 1.4 32.6 

1,765)( 135)( 441)( 1,165)( 24)( 576)( 

男性 805 7.6 26.8 64.2 1.4 34.4 

女性 955 7.7 23.5 67.4 1.4 31.2 

回答しない 5 - 20.0 80.0 - 20.0 

18～29歳 237 8.9 20.3 70.5 0.4 29.2 

30歳代 286 8.7 17.1 73.8 0.3 25.8 

40歳代 302 8.6 20.9 69.2 1.3 29.5 

50歳代 322 11.8 29.2 58.1 0.9 41.0 

60歳代 371 4.3 26.4 68.2 1.1 30.7 

70歳以上 247 3.6 36.0 55.9 4.5 39.6 

東部Ａ 125 7.2 29.6 60.8 2.4 36.8 

東部Ｂ（田主丸） 105 4.8 21.0 74.3 - 25.8 

北部Ａ 171 6.4 24.6 67.8 1.2 31.0 

北部Ｂ（北野） 107 8.4 30.8 59.8 0.9 39.2 

中央東部 219 9.6 32.9 57.1 0.5 42.5 

南東部 182 6.0 26.4 64.8 2.7 32.4 

中央部 224 9.8 21.9 67.9 0.4 31.7 

中央南部 306 8.2 18.6 70.6 2.6 26.8 

南西部 155 8.4 23.2 67.7 0.6 31.6 

西部Ａ（城島） 69 5.8 30.4 62.3 1.4 36.2 

西部Ｂ（三潴） 102 4.9 23.5 70.6 1.0 28.4 

障害者手帳所持者：いる 222 13.1 29.3 55.9 1.8 42.4 

障害者手帳所持者：いない 1,536 6.9 24.4 67.4 1.3 31.3 

無回答 7 - 14.3 85.7 - 14.3 

障害者差別解消法の認知　（％）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

家

族

の

状

況

別

年
齢
別

　
標
本
数
（

票
）

３－２ 障害者差別解消法の認知 

 問 37 あなたは、平成 28 年 4 月に施行された障害者差別解消法（不当な差別的取扱いの禁止や合理的配

慮の提供※など）について知っていますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

●障害者差別解消法の認知度は 32.6％、そのうち「内容まで知っている」は 7.6％。 

 

◆属性別特徴 

【性別】男性は『知っている』が 34.4％で女性よりやや高い。 

【年齢別】50 歳代と 70 歳以上は『知っている』が４割前後で他の年齢層より高い。 

【ブロック別】中央東部では『知っている』が４割を超えている。 

【家族の状況別】障害者手帳所持者がいる世帯は、『知っている』が 42.4％でいない世帯より 11.1 ポ

イント高い。 

 

 

 

 

 

  

内容まで

知っている
7.6%

言葉は聞いた

ことはある
25.0%

知らない

66.0%

無回答

1.4%

（N=1,765）

※「合理的配慮の提供」とは…… 

障害がある人が地域で暮らす中で起きる

障害や困難を取り除くことです。 

『知っている』 

32.6％ 
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内
容
ま
で
知
っ

て
い
る

言
葉
は
聞
い
た

こ
と
は
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

　

『

知
っ

て

　
　
　
い
る
』

100.0 9.1 32.0 57.6 1.3 41.1 

1,765)( 161)( 564)( 1,017)( 23)( 725)( 

男性 805 7.2 33.0 58.3 1.5 40.2 

女性 955 10.7 31.1 57.1 1.2 41.8 

回答しない 5 20.0 20.0 60.0 - 40.0 

18～29歳 237 14.8 26.2 58.2 0.8 41.0 

30歳代 286 8.0 23.1 68.9 - 31.1 

40歳代 302 8.6 29.1 60.3 2.0 37.7 

50歳代 322 12.7 32.3 54.0 0.9 45.0 

60歳代 371 5.7 37.2 55.8 1.3 42.9 

70歳以上 247 6.1 42.9 48.2 2.8 49.0 

東部Ａ 125 9.6 34.4 54.4 1.6 44.0 

東部Ｂ（田主丸） 105 8.6 24.8 66.7 - 33.4 

北部Ａ 171 7.0 35.1 56.7 1.2 42.1 

北部Ｂ（北野） 107 9.3 36.4 53.3 0.9 45.7 

中央東部 219 12.8 34.2 51.6 1.4 47.0 

南東部 182 9.9 35.7 52.7 1.6 45.6 

中央部 224 10.7 27.2 61.6 0.4 37.9 

中央南部 306 8.5 24.2 64.4 2.9 32.7 

南西部 155 6.5 36.1 57.4 - 42.6 

西部Ａ（城島） 69 7.2 43.5 47.8 1.4 50.7 

西部Ｂ（三潴） 102 6.9 34.3 57.8 1.0 41.2 

障害者手帳所持者：いる 222 16.7 32.9 48.6 1.8 49.6 

障害者手帳所持者：いない 1,536 8.1 31.9 58.8 1.2 40.0 

無回答 7 - 14.3 85.7 - 14.3 

ブ
ロ

ッ
ク
別

家

族

の

状

況

別

　
標
本
数
（

票
）

障害者虐待防止法の認知　（％）

全  体
（カッコ内は標本数）

性
別

年
齢
別

３－３ 障害者虐待防止法の認知 

 問 38 あなたは、平成 24 年 10 月に施行された障害者虐待防止法（虐待にあたる行為※の禁止や発見時

の通報義務など）について知っていますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

●障害者虐待防止法の認知度は 41.1％、そのうち「内容まで知っている」は 9.1％。 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「内容まで知っている」が 10.7％で男性よりやや高い。 

【年齢別】70 歳以上は『知っている』が 49.0％で他の年齢層より高い。18～29 歳は「内容まで知っ

ている」が 14.8％で他の年齢層より高い。 

【ブロック別】西部Ａでは『知っている』が５割を超えている。 

【家族の状況別】障害者手帳所持者がいる世帯は、『知っている』が 49.6％でいない世帯より 9.6 ポイ

ント高い。 

 

 

 

 

 

 

  

内容まで

知っている
9.1%

言葉は聞いた

ことはある
32.0%

知らない

57.6%

無回答

1.3%

（N=1,765）

※「虐待にあたる行為」とは…… 

身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、

放棄・放任、経済的虐待のことです。 

『知っている』 

41.1％ 
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３－４ 障害がある人への理解を深めるために参加できること 

 問 39 障害がある人への理解を深めるため、あなたはどのようなことであれば参加しますか。（あてはま

る番号に３つまで○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●「ステージ企画や物産展・お祭りなどのイベント」が 29.9％で最も高い。 

30歳代は「幼稚園・保育園や学校で行われる交流イベント」が 34.6％。 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「幼稚園・保育園や学校で行われる交流イベント」などが男性より高い。男性は「ど

れも参加したくない」が 21.1％で女性より 7.7 ポイント高い。 

【年齢別】18～29 歳は「ソーシャルネットワークを活用した情報共有」が 30.8％、30 歳代は「幼稚

園・保育園や学校で行われる交流イベント」が 34.6％、70 歳以上は「校区コミュニティセンターな

どで行われる交流行事や学習会」が 32.0％でそれぞれ最も高い。 

【ブロック別】西部Ａでは「講演会やシンポジウム」「ステージ企画や物産展・お祭りなどのイベント」

「校区コミュニティセンターなどで行われる交流行事や学習会」が他のブロックより高い。 

【家族の状況別】障害者手帳所持者がいる世帯は「障害者を支援する市民団体の運営」「障害者を支援

するボランティアなどの市民活動」などがいない世帯より高く、いない世帯は「ステージ企画や物

産展・お祭りなどのイベント」「幼稚園・保育園や学校で行われる交流イベント」などがいる世帯よ

り高い。 

 

 

  

ステージ企画や物産展・お祭りなどのイベント

講演会やシンポジウム

校区コミュニティセンターなどで行われる交流行事や学習会

障害者を支援するボランティアなどの市民活動

幼稚園・保育園や学校で行われる交流イベント

ソーシャルネットワーク（ツイッターやＬＩＮＥなど）を活用した情報共有

障害者を支援する市民団体の運営

その他

どれも参加したくない

29.9

23.1

20.7

19.5

15.6

14.8

9.1

1.9

16.9

0 15 30 (%)

（N=1,765）

【複数回答】
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障
害
者
を
支
援
す
る
市
民
団

体
の
運
営

障
害
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
な
ど
の
市
民
活
動

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー

ジ
企
画
や
物
産
展
・

お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン

タ
ー

な
ど
で
行
わ
れ
る
交
流

行
事
や
学
習
会

幼
稚
園
・
保
育
園
や
学
校
で

行
わ
れ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

（

ツ
イ
ッ

タ
ー

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
）

を
活
用
し
た
情
報
共

有 そ
の
他

ど
れ
も
参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

100.0 9.1 19.5 23.1 29.9 20.7 15.6 14.8 1.9 16.9 3.7 

1,765)( 160)( 345)( 408)( 528)( 365)( 275)( 261)( 33)( 298)( 65)( 

男性 805 10.6 16.5 21.2 26.6 18.9 11.7 14.4 1.4 21.1 4.0 

女性 955 7.9 21.9 24.7 32.8 22.3 19.0 15.0 2.3 13.4 3.5 

回答しない 5 - 60.0 20.0 20.0 - - 40.0 - - - 

18～29歳 237 9.3 19.0 13.5 29.1 12.7 23.6 30.8 1.7 20.3 0.8 

30歳代 286 8.7 15.7 17.8 28.0 13.3 34.6 20.3 0.7 15.4 0.7 

40歳代 302 6.6 14.2 25.2 39.7 15.6 18.2 17.5 3.3 12.3 2.6 

50歳代 322 9.3 21.7 29.5 33.9 23.3 7.5 14.3 1.9 14.0 2.5 

60歳代 371 10.8 25.9 26.4 28.6 25.9 8.1 5.7 1.9 19.7 5.4 

70歳以上 247 9.3 18.6 22.7 17.8 32.0 4.5 4.0 1.6 20.6 10.1 

東部Ａ 125 7.2 20.0 23.2 34.4 30.4 15.2 12.8 1.6 13.6 4.0 

東部Ｂ（田主丸） 105 10.5 20.0 24.8 26.7 24.8 15.2 14.3 4.8 9.5 4.8 

北部Ａ 171 7.0 18.1 28.7 25.1 16.4 16.4 17.5 1.2 18.1 4.7 

北部Ｂ（北野） 107 10.3 24.3 18.7 27.1 26.2 15.0 20.6 1.9 21.5 1.9 

中央東部 219 5.5 20.1 21.0 27.4 17.8 19.6 17.4 1.4 16.0 2.7 

南東部 182 12.6 19.2 14.8 32.4 23.6 13.2 13.2 3.3 14.8 3.8 

中央部 224 11.2 22.3 25.9 28.1 17.9 13.4 15.6 1.3 19.6 2.2 

中央南部 306 10.1 18.3 20.3 31.0 15.0 17.3 13.1 2.6 19.6 5.9 

南西部 155 11.6 17.4 25.8 30.3 20.6 10.3 10.3 - 16.8 3.2 

西部Ａ（城島） 69 2.9 14.5 34.8 40.6 36.2 21.7 14.5 1.4 8.7 2.9 

西部Ｂ（三潴） 102 5.9 19.6 26.5 32.4 19.6 14.7 14.7 1.0 18.6 2.0 

障害者手帳所持者：いる 222 16.2 27.9 26.1 23.4 23.0 9.0 9.9 3.2 17.1 4.1 

障害者手帳所持者：いない 1,536 8.1 18.3 22.7 30.9 20.4 16.5 15.5 1.7 16.8 3.6 

無回答 7 - 28.6 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 - 28.6 - 

障害がある人への理解を深めるために参加したいもの　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

ブ
ロ

ッ
ク
別

家
族
の

状
況
別

年
齢
別

　
標
本
数
（

票
）
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認知度

平成29年
（N=1,765）

41.1

平成25年
（N=1,748）

18.0

●「障害者虐待防止法」の認知
　 （前回調査比較）　　　 　（％）

●「障害者差別解消法」の認知（全国調査比較）
（％）

内容まで知っている
言葉は聞いたことが

ある
『知っている』

7.6 25.0 32.6 

法律の内容も含めて

知っている

内容は知らないが、

法律ができたことは

知っている

『知っている』

5.1 16.8 21.9 

久留米市

（N=1,765）

全国調査

（N=1,771）

（％）

内
容
ま
で

知
っ

て
い
る

言
葉
は
聞
い
た

こ
と
は
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

　

『
知

っ
て

　
　
い
る

』

100.0 7.6 25.0 66.0 1.4 32.6 

1,765)( 135)( 441)( 1,165)( 24)( 576)( 

『読む』 1,202 8.4 27.8 62.3 1.5 36.2 

『読まない』 544 6.1 18.6 74.4 0.9 24.7 

無回答 19 5.3 31.6 57.9 5.3 36.9 

加入している	 1,409 8.0 25.3 65.3 1.4 33.3 

加入していない 193 6.7 23.8 67.9 1.6 30.5 

わからない 146 6.2 23.3 70.5 - 29.5 

無回答 17 - 29.4 64.7 5.9 29.4 

100.0 9.1 32.0 57.6 1.3 41.1 

1,765)( 161)( 564)( 1,017)( 23)( 725)( 

『読む』 1,202 9.9 35.2 53.6 1.3 45.1 

『読まない』 544 7.7 24.4 66.5 1.3 32.1 

無回答 19 - 42.1 57.9 - 42.1 

加入している	 1,409 9.2 32.4 57.0 1.4 41.6 

加入していない 193 9.8 31.1 58.0 1.0 40.9 

わからない 146 8.9 27.4 63.0 0.7 36.3 

無回答 17 - 41.2 58.8 - 41.2 

障害者虐待防止法

全  体
（カッコ内は標本数）

閲

読

状

況

別

自

治

会

加

入

状

況

別

自

治

会

加

入

状

況

別

全  体
（カッコ内は標本数）

閲

読

状

況

別

●「広報くるめ」の閲読状況別、自治会加入状況別にみた
　　　　　「障害者差別解消法」「障害者虐待防止法」の認知

　
標
本
数
（

票
）

障害者差別解消法

考 察 ― 障害者福祉 ― 

●障害者関連法の認知度を高めるために広報紙の活用を 

障害者差別解消法の認知度は、「内容まで

知っている」が 7.6％、「言葉は聞いたこと

はある」が 25.0％で、32.6％が『知っている』

と回答していた。質問のしかたは異なるが、

平成 29 年８月に内閣府が実施した「障害者

に関する世論調査」では「法律の内容も含め

て知っている」5.1％、「内容は知らないが、

法律ができたことは知っている」16.8％で、『知っている』が 21.9％

であり、全国調査よりも認知度は高い。 

障害者虐待防止法については、「内容まで知っている」が 9.1％、「言

葉は聞いたことはある」が 32.0％で、『知っている』が 41.1％と、障

害者差別解消法よりは認知されている。また、これも質問のしかたが

異なるが、平成 25 年調査では障害者虐待

防止法を「知っていた」が 18.0％であり、

久留米市内において障害者虐待防止法の

認知は高まっていると考えられる。 

とはいえ、いずれの法律も「知らない」

とする人が６割前後に上ることから、さら

なる周知が望まれる。それぞれの法律の認

知度については、「広報くるめ」を閲読し

ている人で「言葉は聞いたことはある」が

10 ポイント前後高くなっており、「広報く

るめ」による情報提供が一定程度の効果を

上げていることがうかがえる。引き続き、

「広報くるめ」での情報提供および意識啓

発を充実するとともに、「広報くるめ」の

閲読率向上に向けた取り組みを行いたい。 

 

 

●幅広い年代による地域交流の促進を 

障害者福祉に関する意識をみると、「障害がある人が地域で安心して暮らすことはあたりまえ

のことである」について『思う』が 95.9％にのぼり、「障害がある人が地域で暮らすためには、

みんなで支え合うべきだ」「障害がある人が職場にいたら、働きやすい環境づくりに心がけたい」

「障害がある人が困っているのを見かけたら、声をかけたい」「障害がある人も社会参加する方

がよい」なども９割前後が『思う』と回答している。しかし、「機会があれば、障害がある人と



  平成 29年度 久留米市民意識調査報告書 

－94－ 

交流したい」は『思う』が 63.0％と、他の項目に比べて肯定的な意見が低くなっている。 

また、障害がある人への理解を深めるためにどのようなことであれば参加するかという設問に

対しては、「ステージ企画や物産展・お祭りなどのイベント」が 29.9％で最も高く、「講演会や

シンポジウム」が 23.1％、「校区コミュニティセンターなどで行われる交流行事や学習会」が

20.7％、「障害者を支援するボランティアなどの市民活動」が 19.5％などとなっており、単発的

な催し物が上位となっている。障害がある人の社会参画やそのための環境整備の必要性について、

頭では理解しているものの、交流をするとなるとやや消極的になってしまうということであろう

か。 

近年、障害がある人の地域生活の推進がいわれるが、そのためには地域による見守りや支援、

緊急時の対応のための情報共有等が重要である。しかし、現時点においては、障害がある人を積

極的に支援しようという意識が広く共有されているとまではいえなさそうである。そのため、ま

ずは単発的なイベントや講演会等で障害についての知識と理解を深める取り組みを推進しつつ、

それと並行して、障害がある人の支援や交流の推進にあたる核となる人材の育成を図ることが必

要であろう。 

地域での支援や交流の推進に向けて、どのようなアプローチが考えられるだろうか。まず、参

加したいものについて同居家族別にみると、就学前の子どもがいる世帯では「幼稚園・保育園や

学校で行われる交流イベント」が、小学生がいる世帯で「ステージ企画や物産展・お祭りなどの

イベント」が、中学生がいる世帯で「校区コミュニティセンターなどで行われる交流行事や学習

会」などが高くなっている。子どもがいる人に対しては、子どもの年齢に応じて子どもも一緒に

参加できるような催しを実施することは、関心を高める一助となりそうである。 

また、職業別にみると、学生では「障害者を支援するボランティアなどの市民活動」「幼稚園・

保育園や学校で行われる交流イベント」「ソーシャルネットワーク（ツイッターやＬＩＮＥなど）

を活用した情報共有」などの回答率が高くなっている。学生であることを考えると、「幼稚園・

保育園や学校で行われる交流イベント」についても、当日の参加者としてよりは運営スタッフと

しての参加を想定していると推測され、積極的な関与に前向きな姿勢がうかがえる。回答数が少

ないため一般化はできないかもしれないが、市内の大学・短大・専門学校等には、障害者福祉や

ボランティア活動への関心が高い学生が相当数いるものと思われる。大学・短大・専門学校等と

連携し、それらの学生に障害がある人と地域とのつなぎ役を担ってもらうような取り組みを検討

したい。 

また、これは推測ではありさらなる検討が必要だが、学生において障害者福祉や障害がある人

との交流に前向きな回答が多くみられた背景に、学校教育において理解が促進された可能性を指

摘できる。学校という日常の生活の中で、障害の有無にかかわらず子どもたちがあたりまえに関

わり合いをもつことは、相互理解を深めることにつながると考えられる。人権教育の充実やイン

クルーシブ（排除も隔離もしない）教育の推進による障害がある児童・生徒との日常的な交流な

ど、学校での取り組みを積極的に推進することが、将来的には地域における支援の充実にもつな

がるのではないだろうか。 

（分析者 武藤桐子） 

 

 



 Ⅱ－３ 考察 －障害者福祉－ 

－95－ 

●同居家族別、職業別にみた障害がある人への理解を深めるために参加したいもの
（％）
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ど
れ
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参
加
し
た
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い

無
回
答

100.0 9.1 19.5 23.1 29.9 20.7 15.6 14.8 1.9 16.9 3.7 

1,765)( 160)( 345)( 408)( 528)( 365)( 275)( 261)( 33)( 298)( 65)( 

世帯の中に就学前の子どもがいる 245 8.2 13.9 18.4 31.8 14.7 49.8 13.9 1.2 9.4 3.3 

世帯の中に小学生がいる 246 6.9 15.9 24.0 35.4 22.8 32.9 13.8 1.6 9.8 2.0 

世帯の中に中学生がいる 146 7.5 19.2 26.7 32.2 28.1 21.2 14.4 0.7 13.7 3.4 
世帯の中に上記以外の18歳未満

の子どもがいる
167 10.8 22.8 24.6 38.3 23.4 20.4 15.6 1.2 11.4 2.4 

世帯の中に65歳以上の人がいる 819 7.9 20.3 24.3 28.0 25.0 8.7 10.9 2.1 17.8 5.1 
世帯の中に障害者手帳を持って

いる人がいる（本人を含む）
222 16.2 27.9 26.1 23.4 23.0 9.0 9.9 3.2 17.1 4.1 

以上にあてはまる人はいない 482 10.6 19.5 22.6 29.9 17.0 8.9 19.9 2.1 20.7 3.5 

無回答 7 - 28.6 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 - 28.6 - 

農林漁業 43 4.7 14.0 27.9 25.6 34.9 16.3 9.3 4.7 9.3 7.0 

自営業 173 11.0 20.2 17.9 27.2 23.7 15.0 10.4 - 19.1 7.5 

給与所得者（常勤） 674 8.8 15.6 24.8 32.5 13.5 15.9 20.5 1.9 16.8 1.9 

パート・アルバイト（学生は除く） 295 7.8 23.7 22.4 33.6 20.3 20.0 10.8 2.7 15.3 3.1 

学生 61 9.8 32.8 14.8 24.6 19.7 31.1 29.5 - 11.5 - 

家事に専念 198 9.1 20.7 20.7 33.3 26.8 21.7 15.7 2.5 11.1 4.0 

無職 300 10.3 21.7 25.7 21.3 29.7 4.3 5.7 1.7 23.3 5.7 

その他 10 20.0 10.0 30.0 40.0 20.0 - 20.0 - 10.0 - 

無回答 11 - 18.2 18.2 27.3 18.2 9.1 9.1 - 27.3 18.2 

職
業
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（カッコ内は標本数）
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居
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